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識別：架台後部の補強クロスメンバの取付け方向が正規・非正規は外観から容易に識別できる。

トラクタのカプラ嵩上げ架台において、架台後部の補強クロスメンバと車両のＶロッドと

の隙間が少ないものがあり、走行中Ｖロッドが動きフレーム上面より上に突出した場合、

架台後部の補強クロスメンバに干渉することがあるため、補強クロスメンバ及びＶロッド

が損傷するおそれがある。 

   改善措置の内容 

 全車両、架台後部の補強クロスメンバを現在の装着位置から前後反転して装着する。なお、

Ｖロッド及び当該クロスメンバを確認し、損傷がある場合には、Ｖロッド及び当該クロスメン

バを新品と交換する。 
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